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毎日が、あたらしい。 
ファッションの伊勢丹 

伊勢丹グループは、 

1886年（明治19年）の創業以来、 

百貨店を核とした事業を通じ、 

常にあたらしいファッションを創造し続けてまいりました。

私たちは、いつの時代にあっても、 

社会への奉仕と貢献を変わることのない原点とし、

「お客さま第一」の実践を追求してまいりました。 

ご来店くださるお客さまをはじめ、 

従業員、株主、お取引先、地域社会など、 

当社グループに関わってくださる 

すべてのステークホルダーの方々を 

「お客さま」ととらえ、企業活動を通じて 

皆さまのご期待に永続的にお応えしていきたいと 

願っております。 

伊勢丹アニュアルレポート2007は、伊勢丹グループの業
績および事業戦略に関する情報の提供を目的としたもの
であり、伊勢丹およびグループ会社の株式購入や売却を
勧誘するものではありません。本レポートには、将来の業
績に関する意見や予測などの情報を掲載することがあり
ますが、これらの情報は、現時点の当社の経営者の判断
に基づいて作成しており、リスクや不確実性が含まれてい
ます。よって、実際の業績はさまざまな要素により、これら
の業績予測と異なりうることをご承知おきください。 
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伊勢丹および連結子会社・関連会社 
3月31日に終了した1年間 

─財務ハイライト─ F i n a n c i a l  H i g h l i g h t s
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代表取締役 社長執行役員 

「顧客第一」の精神を忘れず、 
 常にあたらしいファッションを創造し続け、 
 お客さまにとっての「マイストア」を実現する 

「3ヵ年計画」の初年度として 
 好調なスタート 

To p  M e s s a g e

 

 

2007年3月期における日本経済は、企業業績の回復

や景況感の改善を受けて、設備投資や個人消費が底

堅く推移いたしました。また、長引くデフレ基調にも変化

の兆しが見られるなど、実感に乏しいながらも、景気は

総じて回復傾向を続けました。 

小売百貨店業界におきましては、業種・業態の枠を

超えた顧客争奪戦がますます激しさを増す中で、都心

店の大型改装が相次ぎ、また経営統合による規模の拡

大で競争環境への対応を図る企業も出てきました。より

いっそうの企業努力を強いられる環境にあって、消費全

般の復調は依然として足取りが重く、業界全体として

は一進一退の状況で推移しました。 

伊勢丹グループでは、長期的な視点から2015年を目

標とした「10年ビジョン」を策定し、2007年3月期を初年

度とした新たな経営計画をスタートさせました。「10年ビ

ジョン」において伊勢丹グループは、お客さま一人ひとり

のニーズに対応し、モノ（＝物販）のみならずコト（＝非

物販）を提供することによって、お客さまの様々なご要望

にお応えし、生活全般にわたってご相談いただけるよう

なトータルライフ・アテンダントになることを目指しております。

2006年度から2008年度はビジョン達成に向けた第一

ステップとして、「お客さまとの信頼関係の再構築」およ

び「伊勢丹グループが主体的に顧客満足を追求してい

くためのグループ運営体制の確立」に取り組んでおります。 

具体的には、店頭における顧客起点の考え方に基づ

いた品揃えや情報発信の実現に向け、2006年8月に、

商品管理・顧客情報等に関する新しいシステムの導入

を行いました。また、グループ運営体制の強化策として、

連結子会社である株式会社岩田屋とのシステムの統

合や、業務提携関係にある株式会社名鉄百貨店へ当

社グループの重要な顧客戦略である「アイカード」の利

用拡大を推進しました。 

─トップメッセージ─ 
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「伊勢丹」。 

伊勢丹グループ企業理念の実現に向けて 

伊勢丹グループ企業理念と「4つの柱」 

根本精神 企業 
スローガン 

企業ビジョン 企業の姿勢 

企業理念  

道義を守り、 
奉仕の心を持つ、 
企業経営。 

毎日が、あたらしい。 
ファッションの伊勢丹 

伊勢丹は、 
人々と、ともに感じ、 
ともに考え、ともに歓び、 
明日の暮らしを創造する。 

私たちは「お客さま第一」 
から出発しー 

また、戦略課題である同業他社との提携関係（伊勢

丹アライアンス）構築の一環として、2007年3月に株式

会社東急百貨店およびその親会社である東京急行電

鉄株式会社と、伊勢丹と東急百貨店が包括的な業務

提携を行うことで合意し、基本合意書を締結しました。

今後は、両社の店舗網を背景に、協働により営業全般

の業務精度を上げ、合理化を図るべく戦略的取り組み

を進めていく考えです。 

一方、当社グループのコア事業である百貨店事業に

経営資源を集中し、さらなる競争優位の確保に最優先で

取り組むために連結子会社であった株式会社バーニーズ

ジャパンの全株式、株式会社伊勢丹トラベルの一部株

式を売却いたしました。 

これらの状況により、当連結会計年度においては、売

上高7,817億円（前期比102.9％）、営業利益322億円（前

期比107.3％）、経常利益334億円（前期比108.1％）と

なり、過去最高となりました。なお当期純利益は固定資

産減損損失等の特別損失計上により、182億円（前期

比97.8％）となりました。 

 

 

 

2006年、伊勢丹は創業120周年を迎えました。あらた

めて当社グループを取り巻く多くの皆さまと培って来た

「絆」の尊さに感謝の気持ちを強くした一年となりました。 

私たちの企業活動の基盤にあるのは「伊勢丹グルー

プ企業理念」です。「伊勢丹グループ企業理念」は「お

客さま第一」を起点として、「根本精神」「企業スローガン」

「企業ビジョン」「企業の姿勢」という4つの大きな柱か

らなり、伊勢丹グループで働く全従業員が理想とする考

え方となっています。この企業理念を理解し、実現させ

ていこうというエネルギーが熱意となって、日常業務の

あらゆる場面からグループ全体の経営計画にまで反映

されています。 
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10年ビジョン達成に向けた戦略 

■ 伊勢丹グループ10年ビジョン 

■本店リモデルスケジュール 

2007 2008

食品 食品 
6月 

婦人 服飾雑貨 
3月 

衣料雑貨 
3月 

衣料雑貨 
9月 

紳士  
9月 

その他 
7月 

本館 
サービス施設 

紳士・ 
スポーツ 

グランド 
オープン 

第1ステップ 

2006～2008年 
「お客さまとの信頼関係の再構築」 
「主体的に顧客満足を追求していく
ための、グループ運営体制の確立」 

第2ステップ 

2009～2012年 
「ソリューションの高度化」 
「伊勢丹ノウハウの 
本格的なプロフィット化」 

第3ステップ 

2013～2015年 
「マイストアとしての地位確立」 
「次の成長に向けた準備」 

 

 

2015年に向けて策定された「伊勢丹グループ10年ビ

ジョン」も、この企業理念の精神に則っています。いつ

の時代においても変化を敏感に感じ取りながら確かな

舵取りのできる創造性に富んだ企業グループであり続

けるために、軸となる「伊勢丹グループの強み」とは何か、

また、コア事業である百貨店事業の方向性、持続的な

発展に向けての取り組みについて、より踏み込んであ

るべき姿を示しています。　　　　 

「10年ビジョン」の達成に向けて、2007年3月期から

2009年3月期までの3年を第一ステップとして、目標達成

に向けた基盤作りの期間と捉えています。また、次の4

年ではその取り組みの成果をあげ、最後の3年間で、「常

にあたらしいライフスタイルを創造し、お客さまのさまざま

なシーンでお役に立つことを通じて、お客さま一人ひとり

にとっての『マイストア』となり、連結営業利益500億円を

安定的に確保できる高収益で拡大発展を続ける小売

グループ」としての地位を確立することを目指しています。 

「10年ビジョン」達成に向けた第一ステップの、戦略

的な取り組みの状況は次の通りです。 

 

①伊勢丹本店の圧倒的優位性の確保 

2008年6月に開業が予定されている東京メトロ地下

鉄副都心線による集客の拡大をにらみ、2006年3月期

より本店のリモデル工事を進めています。2007年3月の

服飾雑貨フロアに続き、今年度は食品（2007年6月オー

プン）、メンズ館の一部（2007年9月オープン予定）と婦

人服（2008年3月第一弾オープン予定）のリモデル工事

を進め、2008年9月のグランドオープンを目指します（総

投資額140～150億円）。 

 

②新規ソリューション型ビジネスの創出 

モノ（商品）による満足だけでなく、お客さまの心理的

な満足に対するご要望にお応えするためのソリューショ

ンの提供を行うことによって、満足を感動のレベルに高

めていく施策の開発に取り組んでいます。具体的には、

アイカード顧客向けに、保険無料相談やカーリースなど

の新たなサービスの提供を始めており、お客さまとこれま

でにない接点を拡げています。 

 

③伊勢丹グループを構成する一つひとつの機能の　

市場競争力確保 

シェアードサービスを拡大し、グループ内に横串を通し

ていくことで、各事業が顧客満足追求に専念できる環

境を整備してまいります。2007年4月には本社機能の

整備を行い、経理部門の統合会計システムを伊勢丹お

よび主要グループ会社で導入、今後提携先企業に向

けてもこの範囲を拡大し、内部統制を確立するとともに

業務の効率化を図ります。人事系の業務にも今後シス

テムを導入することによって、新たにグループ全体最適

の観点から業務フローを見直し、グループ全体の販売

時間の創出という効果も見込んでいます。 

これらの取り組みは単なる仕組みとしての基盤整備

ではなく、グループ全体の生産性向上に向けた業務改

善ツール・機会として積極的に活用していきます。 

 

To p  M e s s a g e ─トップメッセージ─ 
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10年ビジョンの進捗状況 〈基盤の整備〉 

新たな顧客満足の創出 

生産性の向上と市場競争力の確保 

主体的に顧客満足を追求していくためのグループ運営体制の確立 

営業機能（商品･販売など） 

本社機能（経理･人事･総務） 

情報システム機能 

カード機能 

お客さまとの信頼関係の再構築 

横
串
機
能 

本支店・ 
国内グループ 
百貨店 

提携百貨店 百貨店以外 
の事業 

海外百貨店 
事業 

④販売の質と生産性向上 

新たな顧客満足の創出を図るため、店頭におけるお

客さまと販売員のコミュニケーションを通じた信頼関係

の構築を図り、販売員一人ひとりが提供する顧客満足

を最大化していきます。これをバックアップする態勢とし

て、2006年8月に伊勢丹の基幹システムおよびマーチャ

ンダイジングシステムを刷新し、情報システム機能の基盤

整備を行いました。これにより店頭の販売員自身が担

当ブロックのお客さまの声を把握できるようシステムを改

善しました。今後もこのシステムによる仮説･検証の精

度とスピードをアップし、これまで以上にお客さまのご要

望の具現化を迅速に行っていきます。 

 

 

 

2008年3月期については、伊勢丹本店の再開発を本

格化し、2008年6月の東京メトロ地下鉄副都心線の開

通をふまえ、9月のグランドオープンを目指して、さらに強

力に顧客心理をより深く追求した店づくりを推進してい

きます。リモデル工事中は、店舗閉鎖の影響を最小限

にとどめ、販売生産性の向上を図りながら、売上の最大

化につとめてまいります。 

海外では2007年5月に中国に「成都伊勢丹」（四川省）

をオープンしましたが、今後は、2007年末に「瀋陽伊勢丹」

（遼寧省）、また、2007年秋にはマレーシアのザ・ガーデンズ

店をオープンする予定です。さらに2008年秋には、北京

伊勢丹（仮称）の出店準備を進めており、中国における

旺盛な消費意欲に応えていきます。 

これらの施策により、2008年3月期は連結売上高

7,860億円と予想し、リモデルや新規出店のための投

資の増加、販管費の増加などにより連結営業利益310

億円、連結経常利益310億円、連結当期純利益145億

円を見込んでおります。 

 

 

 

伊勢丹は1886年に呉服店として創業以来、「創意と

工夫」で時代を超えてあたらしさへの挑戦を続けてきま

した。伊勢丹の歴史はファッションにおける新たなマーケット

創造の歴史であり、世界中から最先端のファッションを

いち早く紹介してきた歴史でもあります。 

伊勢丹グループは120年の歴史の中で本業である

ファッション提案を通じて、人々の生活をより豊かにし、営

業面だけでなく、社会的・環境的な側面からも社会に貢

献することを常に念頭において企業活動を行ってきました。

また、お客さまや社会の信頼に応え続けるために、「経

営の仕組みが透明かつ公正であること」「スピーディな

意思決定ができる体制が構築されていること」が不可

欠と考え、「伊勢丹グループ企業理念」に基づいた経

営全体の機関、リスクマネジメント、コンプライアンスを

踏まえた内部統制体制も構築しています。 

これらをもとに、CSR経営を実践し、企業競争力を高め、

企業市民としての社会的責任も果たし、ステークホルダー

の皆さまとの良好な関係を築き、企業価値を拡大させて

まいります。高収益体質を目指し、業績連動的な配当

の考え方を取り入れ、株主の皆さまのご期待にも十分

に応えていく所存です。 

今後ともさらなるご理解、ご指導を賜りますよう、お願

い申し上げます。 

2007年8月 

積極的な店舗展開で、 
グループ全体の収益力の拡大を目指す 

企業市民として活動し、 
企業価値の拡大を図る 



2007年3月期は百貨店業界は記録的な暖冬や、他業態との競争激化な

どの影響を受け、総じて売上高の前年割れが続きました。そのような状況の中、

伊勢丹グループは、コア事業である百貨店事業に経営資源を集中し、さらな

る競争優位の確保に最優先で取り組みました。 

（株）伊勢丹では戦略的投資として、伊勢丹本店の再開発計画を進めて

おり、婦人服飾雑貨や食料品フロアの一部をリモデルオープンし、この工事

により売場縮小があったにもかかわらず、売上高が前年を上回りました。 

また、2006年3月にリモデルオープンした浦和店は、年間売上高527億円（前

期比110％）と今期連結業績に大きく貢献しました。 

国内グループ百貨店では（株）静岡伊勢丹、（株）新潟伊勢丹、（株）小倉

伊勢丹の売上高が前年を上回りました（（株）岩田屋は決算期の変更に伴い、

13ヶ月分を当期連結決算に折り込みました）。海外百貨店では、特に高い経

済成長を背景に、全店舗が前年を上回ったシンガポール伊勢丹（シンガポール）、

動員施策の強化と同時に販売サービスを徹底強化してきたクアラルンプール

伊勢丹（マレーシア）が好調に推移しました。 

以上の結果、百貨店業においては、連結売上高7,155億円（前期比104.6

％）、連結営業利益265億円（前期比109.1％）となりました。 

7

リモデルの効果好調な本店・浦和店をはじめ、 
国内外の各店舗が好調に推移 

─営業の概況─ 

百貨店業 

百貨店業  売上高推移（連結） 
（セグメント間の内部売上高又は振替高は除く） 

主な連結会社 

2008年秋のグランドオープンに向け、服飾雑貨リモデルオープン～本店～ Business
Focus 

2003/3

5,320 5,454 5,560

6,838

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

R e v i e w  o f  O p e r a t i o n s

(億円)

（株）伊勢丹 
（株）静岡伊勢丹 
（株）新潟伊勢丹 
（株）小倉伊勢丹 
（株）岩田屋 
イセタン オブ ジャパン Ltd. 
上海梅龍鎮伊勢丹 
　百貨有限公司 

天津伊勢丹有限公司 
上海錦江伊勢丹有限公司 
済南伊勢丹百貨有限公司 
成都伊勢丹百貨有限公司 
イセタン（シンガポール）Ltd. 
イセタン（タイランド）Co., Ltd. 
イセタン オブ ジャパン Sdn. Bhd.

持分法適用関連会社 

（株）ジェイアール西日本伊勢丹 
大立伊勢丹百貨股ｲ分有限公司 

7,146

2008年6月、東京メトロ地下鉄副都心線の開業に向け、

2006年3月期より本店のリモデル工事を開始しました。

2007年3月期は工事によるフロア閉鎖の影響がありまし

たが、工事期間、オープン時期の分散により、リモデルの効

果を最大限に発揮し、本店の店頭売上高は前年比102.3

％となりました。 

本店リモデルのコンセプトは、商品やブランドを重視した

従来の考え方から脱却し、顧客心理をより強く追求したも

のとなっています。2007年3月にオープンした本店1階

服飾雑貨フロアでは、お客さまの関心度に合わせて、「プレ

ステージ」「高感度」「用途」の3つのゾーンで商品を展開、

アイテムごとの購買特性に合ったサービス、売場環境の再

構築を行ないました。 

今後は、2007年中には、6月の食品フロアのオープンに

続き、9月にメンズ館の2階および6階から8階、2008年

3月には婦人衣料雑貨の一部がオープンする予定です。 

2008年秋のグランドオープンへ

向けて、よりいっそう「伊勢丹らしさ」

「伊勢丹ならでは」を追求し、各リモ

デルでの仮説検証を繰り返して、「伊

勢丹ブランド」の価値向上を図って

まいります。 
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「お客さま起点」の発想で、周辺地域のお客さまの「マイストア」へ～浦和店～ Business
Focus 

中国で初のフルマーチャンダイジング店～天津伊勢丹～ Business
Focus 

2006年9月に、「天津伊勢丹」（中国･天津市）が増床

移転オープンしました。 

天津伊勢丹は、天津市民の「あこがれ」を商品の形で編

集し、ファッション性の高い商品、天津市初の特選ブランド、

伊勢丹でしか買えない商品を品揃えしています。中華人民

共和国内では初となる食品フロアを持ち、生鮮3品（野菜、

精肉、鮮魚）、食品グローサリー、惣菜などを取り揃え、衣・食・

住を品揃えするフルマーチャンダイジング店舗となりました。 

また、「人にやさしい」をキーワードにサービスを充実、

バリアフリー対応や女性専用パウダールームの設置、お客

さまのご要望にお応えするコンシェルジュサービスなど、一

歩進んだお買物空間を演出しています。 

中国では2007年5月19日に「成都伊勢丹」をオープ

ンしました。また、2007年末には「瀋陽伊勢丹」をオー

プン、さらに2008年秋には首都北京で、中国店舗として

は最大規模となる「北京伊勢丹（仮称）」オープンを予定

しています。 

伊勢丹浦和店では、『地域とお客さまに密着した店作り』

と『「百貨店らしさ」「伊勢丹らしさ」の追求』を掲げて、

1981年の開店以来最大規模となる全館リモデルに取り

組み、2006年3月にリモデルオープン、年間売上高527

億円(前年同期比110％)と4年ぶりに500億円を超えて、

2007年3月期の伊勢丹単体業績に貢献しました。 

長年にわたり浦和店をご利用いただいているお客さま

の高いご要望に応え、お客さまの関心にこだわって、

「商品、サービス、環境」のすべてを「お客さま起点」

で再構築しました。店舗地域周辺にお住まいのお

客さまの「マイストア」として、伊勢丹ならではの

上質なファッションをタイムリーにご提供しています。 

浦和店のリモデルは、郊外型のプロトタイプの

一つとして、仮説･検証を重ね、その成果を今後

の支店・国内グループ百貨店のリモデルにつな

げていきます。 
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ブランド力強化や新業態の導入で 
多様化するニーズに応える 

3つの柱で、 
お客さまと伊勢丹グループとの接点を増やす 

─営業の概況─ 

小売・専門店業 

小売･専門店業 売上高推移（連結） 
（セグメント間の内部売上高又は振替高は除く） 

グループ会社 

2003/3
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R e v i e w  o f  O p e r a t i o n s

(億円)

（株）クイーンズ伊勢丹 
（株）マミーナ 

クイーンズ伊勢丹 
横浜店 

クイーンズ伊勢丹 
ひばりが丘店 

566 576
596

627

517

2006年11月、（株）クイーンズ伊勢丹は、神奈川県で初の出店であり、最大

規模の店舗となる横浜店をオープンしました。「デパ地下」風の専門店やイー

トインコーナーを併設し、積極的な売上拡大を図りました。 

（株）マミーナでは、主力ブランドである「ネット ディ マミーナ」「アナスイ」を

中心に売上が好調に推移しました。日本での展開が10周年を迎えた「アナ

スイ」はマミーナ直営店13店、百貨店ショップ7店の20店舗を展開しています。

「クイーンズ伊勢丹」「マミーナ」の2社については、売上高、営業利益とも増

収増益となりました。 

一方、百貨店事業への経営資源の集中のため、2006年8月に連結子会

社であったバーニーズジャパンの全株式を売却し、当連結会計年度中に連

結除外しました。 

その結果小売･専門店業での売上高は617億円（前期比82.6％）、営業

利益は12億円（前期比89.7％）となりました。 

クイーンズ伊勢丹は、2007年4月25日には、新業態としてJR藤沢駅に直結

した「クイーンズ・アイ藤沢店」を出店しました。また、2007年5月30日には、横浜

店での取り組みをふまえて、「ひばりが丘店」（埼玉県）を出店しました。また、

クイーンズ伊勢丹は、横浜店やひばりが丘店のようなスーパーマーケット事業、

新業態の「クイーンズ・アイ藤沢店」のような小

型店事業、グループ内の百貨店内スーパー

マーケット事業の3つの柱を中心に、安心･安全、

健康を前提としたこだわりや上質感のある「食」

を提供し、お客さまと伊勢丹グループとの接点

を増やし、多様化するニーズに応えていきます。 
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クレジット･金融業 

新業態小型店「クイーンズ・アイ」 Business
Focus 

アイカードの順調な拡大を基に、 
顧客基盤を確保 

クレジット･金融業 売上高推移（連結） 
（セグメント間の内部売上高又は振替高は除く） 

グループ会社 
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(億円)

（株）伊勢丹アイカード 
（株）井筒屋ウィズカード 

クイーンズ・アイ藤沢店 

70
65

78 81
84

（株）伊勢丹アイカードはショッピング部門取扱高を順調に伸ばし、2007年

3月期の伊勢丹本支店でのアイカード売上は2,392億円、お買物に占めるアイ

カードでのお支払の割合は52.6％に伸長しました。提携先である（株）名鉄百

貨店では、2006年9月にアイカードを導入、名鉄百貨店アイカードを発行、2007

年秋以降には、（株）丸井今井でアイカード社によるハウスカードの発行を予

定しています。 

2006年9月には、アイカードのキャッシング機能とあわせて、新宿･伊勢丹会

館内にアイカードのファイナンシャルプランナーによる保険相談カウンターを常

設しました。これはお客さまの「マイストア」として、商品だけでなく、お客さまの

様々なお悩みも解決する「ソリューションの提供」の第一弾として位置づけて

います。また、2007年6月には、ビザ・インターナショナルよりメンバーシップ（プリ

ンシパル）を取得し、2008年秋には国際ブランド「VISA」を付加した新アイ

カードを発行することになりました。今後も積極的に、お客さまと伊勢丹グルー

プの接点を作る機会を積極的に増やしていきます。 

この結果、当連結会計年度のクレジット･金融業の分野の

売上高は141億円（前期比104.1％）、営業利益41億円（108.7

％）となりました。 

2007年4月25日に、JR藤沢駅に直結するルミネ藤沢

内に、「クイーンズ・アイ藤沢店」をオープンしました。この

店はクイーンズ伊勢丹初の試みとして、生鮮食料品を取り

扱わず、「クイーンズ伊勢丹」の良さをコンパクトにして、惣

菜やグローサリー、ワイン、チーズなどを中心に品揃えをし

ています。 



伊勢丹グループの企業理念には、すで

にステークホルダーとの信頼関係を築く

ことが謳われています。この企業理念に

基づき、経済的・社会的・環境的な活動を

行い、活動の説明責任を果たすことで、ス

テークホルダーの理解・信頼を得、企業と

しての永続的な存続を目指します。つまり、

企業理念の実践がCSRにつながります。 
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─CSR経営─ C o r p o r a t e  S o c i a l  R e s p o n s i b i l i t y

伊勢丹グループは、経営の「透明性」「公正性」「迅速性」を向上することが、経営上の重要な課題のひとつと考え、

このため、お客さま・従業員・株主・お取引先・地域社会といったステークホルダーの皆さまと良好な関係を築いて

いくとともに、現在の株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人等、法律上の機能制度を整備・強化して、経営機

構改革とあわせコーポレート・ガバナンスや社会に対する企業としての責任への取組みを推進しています。 

伊勢丹グループとしてのCSRの考え方 

企
業
倫
理
行
動
基
準 

会計監査 

(　　は報告、指示、監査、選任等を意味する)

会
計
監
査
人 

監査役会 取締役会 指名報酬委員会 

業務執行機構 

伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ
企
業
理
念 

各委員会 執行役員連絡会 

経営企画部 

CSR担当 

経営戦略会議 

執行役員 
各部門 

株主総会 
経営監督機構 

経営監督 

内部統制関係図 

内部統制 

■ コーポレート・ガバナンス 

伊勢丹では2001年度に「経営監督機構」「業務執行機構」

を明確にし、①執行役員制度の導入 ②社外取締役の選任と

指名報酬委員会の設立 ③責任権限の明確化と組織改革（経

営戦略会議の設置など） ④報酬制度改革などを行ないました。 

また、2006年5月に施行された会社法のもとでは「内部統

制システム」の構築と開示が求められることから、CSR担当を

新たに設置し、その対応にあたるとともに、CSR経営を目指し、

引き続きコーポレート・ガバナンスの向上、社会に対する企業と

しての責任に取り組んでいきます。 

 

■ 内部統制システムの構築 

2006年5月の会社法施行をうけ、業務の適正を確保するた

めの内部統制システムの構築を図っています。また、日本版

SOX法の求める財務報告に係る内部統制システムの整備に

ついては、統合会計システム（ERP）の導入等をはじめとして、

対応を進めています。 

 

■ リスク管理 

リスク管理においては、リスクの組織的対応と防止対策を

重視しています。リスク管理体制として、組織的対応力の強

化と予防法務体制の確立のために、経営戦略会議の諮問

機関としてリスクマネジメント委員会を設置しています。また伊

勢丹グループ全体でのリスクマネジメントの重要性が増すなか、

企画立案および推進を行なうために、総務部に法務・リスクマ

ネジメント担当を配置しています。 

 

■ コンプライアンス 

当グループはコンプライアンスを重要な経営課題として位

置づけています。 

組織面での取組みでは、業務執行上の意思決定最高機

関である経営戦略会議の諮問機関とし、独占禁止法の積極

的な遵守を目的とした伊勢丹公正取引推進委員会を設置し、

定例開催しています。 

また、コンプライアンスの指針と具体的な遵守事項を記述し

た「コンプライアンス・ガイドブック」を作成し、配布するほか、従

業員に対する教育や啓蒙活動も行っています。 

社内における違法行為・不正行為の早期発見、自浄的な

改善を目的とした「伊勢丹グループ・ホットライン」も設置しました。 

・チャリティ 
・環境ビジネス 
・少子高齢化ビジネス 

etc.

・災害援助 
・フィランソロピー
／メセナ　　etc.

B.事業を通じた社会貢献 

コンプライアンス 

コーポレートガバナンス リスクマネジメント 

人事雇用 
施策 

環境対策 

C.事業外の社会貢献 
（慈善的貢献） 

A.企業として 
絶対果たさなければならない責任 

企業理念 

コーポレートコミュニケーション 

企業倫理 
行動基準 
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●CSR活動についての詳細は当社ホームページに
掲載している「CSRレポート」をご覧ください。 

http://www.isetan.co.jp/icm2/jsp/isetan/company/index.jsp

■ 個人情報保護への取組み 

日本百貨店協会の「百貨店の個人情報保護ガイドライン」

に基づき、個人情報の適正な保護・管理体制を敷いています。

当社のホームページにて「プライバシーポリシー」および「個人

情報の取扱いについて」の必要な事項を公表しているほか、

社内の規程として、「情報管理規程」「個人情報保護規程」

などを整備し、日々の業務の中での個人情報保護の推進に

取り組んでいます。 

2005年4月に「伊勢丹個人情報ルールブック」、「伊勢丹個

人情報保護マニュアル携帯版」を発行。携帯版は、2006年3

月に内容を更新して、伊勢丹で働く全従業員に配布しました。

また2006年には、新任のSM・バイヤー、本店の全SM・バイ

ヤーに個人情報の日常管理ルールの徹底と個人情報保護

の知識向上のための教育を実施、すべてのお取引先とは「顧

客情報の取扱いに関する覚書」を取り交わすなど、徹底に努

めています。 

 

■ 地域社会との共生 

伊勢丹本店をはじめ各支店は「地域密着の百貨店」を目

指して、地域住民の一員として地域に役立てるよう、その責

任と役割を果たしていきます。伊勢丹が街と共生することで

人が集まり、活気があり、楽しく、安全で美しいまちになることを

目指しています。 

 

ECO BAGS SAVE THE EARTH （2006年3月） 

世界的に著名なアーティスト

や若手クリエイターたちがデザイ

ンしたショッピングバックを販売。

期間中の収益金約270万円を

「財団法人日本ユニセフ協会」

へ寄付しました。 

 

ボンズ ウィズ デザイナーズ チャリティ Tシャツ展 （2006年5月） 

世界で活躍する51名のデザ

イナーが「絆」をテーマにデザイ

ンしたTシャツ展を実施。収益

金約1,960万円を自然災害の

被災地域救済のために、日本

赤十字社に寄付しました。 

 

メリーグリーンクリスマスチャリティキャンペーン（2006年11月～12月） 

本支店、グループ提携百貨店、

A・D・O※各店にてクリスマスチャ

リティを実施。販売されたグッズ

の収益金全額約3,400万円を

スカンジナビア政府観光局グリー

ンサンタ基金に寄付しました。 

 

■ 環境への取り組み 

2002年に制定した伊勢丹環境方針に基づき、環境に配慮

した活動を行なううえでの長期計画（最終目標年度は2010年

度）に基づいて環境対策活動を推進しています。 

 

屋上庭園「アイ・ガーデン」 

オープン 

2006年6月、本店本館屋上に「ア

イ・ガーデン」がオープン。屋上約

2,050m2を緑化することで、お客さま

に心地よい安らぎのスペースを提供

するとともに、地表の温度を下げ、

省エネ・節電効果が見込まれます。 

 

「エコロジー展」開催  

2006年6月は環境強調月間と

して、本店本館屋上庭園「アイ・

ガーデン」において「エコロジー展」

を開催。伊勢丹の環境への取り

組みをお客さまへアピールしました。 

 

ソーラーパネルの設置  

2007年3月、CO2の削減施策

の一環として、本店屋上にソー

ラーパネルを設置。年間28,29４

kwhの電力を発電し、CO2を

8.93ｔ削減する見込みです。 

 

※A・D・O：全日本デパートメントストアーズ開発機構 
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─財務セクション─ 

セグメント情報 

事業別売上高　（連結） （単位：百万円） 

F i n a n c i a l  S e c t i o n

セグメント情報 

収益性／成長性 

効率性／安定性 

設備投資･従業員の状況 

投資指標 

連結貸借対照表 

連結損益計算書 

連結株主資本等変動計算書 

連結キャッシュフロー計算書 

単体貸借対照表 

単体損益計算書 

13
15
17
19
20
23

25
26
27
28
30

百貨店業 

クレジット･金融業 

小売･専門店業 

その他事業 

合計 

532,037

7,062

56,652

6,145

601,897

2 0 0 3年3月 

545,438

6,563

57,620

5,188

614,810

2 0 0 4年3月 

556,094

7,864

59,650

5,386

628,996

2 0 0 5年3月 

683,832

8,112

62,756

5,336

760,038

2 0 0 6年3月 

714,683
8,406

51,737
6,970

781,798

2 0 07年3月 

※セグメント間の取引については相殺消去しています。 

※2006年3月期、2007年3月期の（株）伊勢丹の売上高には、業務提携や業務支援等に伴う収入が含まれています。 

百貨店事業　会社別売上高 （単位：百万円） 

（株）伊勢丹 

（株）静岡伊勢丹 

（株）新潟伊勢丹 

（株）小倉伊勢丹 

（株）岩田屋 

イセタン・オブ・ジャパン Ltd.(香港） 

上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司 

天津伊勢丹有限公司 

上海錦江伊勢丹有限公司 

済南伊勢丹百貨有限公司 

イセタン（シンガポール）Ltd. 

イセタン（タイランド）Co., Ltd. 

イセタン・オブ・ジャパン Sdn.Bhd.(マレーシア） 

消去 

合計 

434,524

22,185

39,639

–

–

445

5,481

4,125

2,760

–

13,548

3,344

7,906

△ 1,924

532,037

2 0 0 3年3月 

438,431

22,600

39,387

4,404

–

302

5,817

4,036

2,540

–

15,351

4,083

10,073

△ 1,590

545,438

2 0 0 4年3月 

434,405

22,162

38,813

16,307

–

191

6,575

4,657

2,481

–

15,891

4,291

10,681

△ 364

556,094

2 0 0 5年3月 

445,921

22,641

39,529

16,147

104,846

171

8,361

6,173

2,570

186

20,370

4,703

13,556

△ 1,348

683,832

2 0 0 6年3月 

460,025
24,500
39,857
17,029

114,323
142

8,753
6,669
2,433

651
23,993

4,386
15,854
△ 3,938
714,683

2 0 07年3月 

（百万円） 

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

■クレジット･金融業 

■小売･専門店業 

■その他事業 

■百貨店業 

■国内　91.9%

■海外  　8.1%

0

200,000

400,000

600,000

800,000

■ 事業別売上高 ■ 百貨店業　国内外別売上高比率 （2007年3月期） 

連結 
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店別売上高 
（単位：百万円） 

本店 

立川店 

吉祥寺店 

松戸店 

浦和店 

相模原店 

府中店 

合計 

239,401

37,575

19,183

29,922

50,440

33,349

24,650

434,524

2 0 0 3年3月 

244,223

38,328

18,590

29,858

49,541

33,257

24,631

438,431

2 0 0 4年3月 

246,001

38,932

17,489

28,829

47,458

31,948

23,746

434,405

2 0 0 5年3月 

252,235

40,240

17,890

29,121

47,959

32,310

24,505

444,263

2 0 0 6年3月 

256,980
40,535
18,274
29,010
52,775
32,490
24,884

454,951

2 0 07年3月 

アイカード売上高 
（単位：百万円） 

売上高　(百万円） 

シェア（％） 

204,071

47.0

2 0 0 3年3月 

209,382

47.8

2 0 0 4年3月 

211,733

48.7

2 0 0 5年3月 

225,967

50.9

2 0 0 6年3月 

239,257
52.6

2 0 07年3月 

品目別売上高 
（単位：百万円） 

衣料品 

見廻品 

雑貨 

家庭用品 

食料品 

その他 

合計 

208,538

42,387

53,137

18,049

86,984

25,429

434,524

2 0 0 3年3月 

211,072

42,005

56,273

16,342

88,812

23,925

438,431

2 0 0 4年3月 

210,754

40,654

56,420

15,534

87,521

23,519

434,405

2 0 0 5年3月 

220,770

43,652

58,645

15,360

82,001

23,832

444,263

2 0 0 6年3月 

224,345
48,172
59,921
17,270
82,267
22,973

454,951

2 0 07年3月 

セグメント情報 

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

56.5%

5.5%

7.1%

11.6%

6.4%

4.0%

8.9%

■本店 

■府中店 

■相模原店 

■浦和店 

■松戸店 

■吉祥寺店 

■立川店 

（百万円） 

■食料品 
■その他 

■見廻品 
■雑貨 
■家庭用品 

■衣料品 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

■ 店別売上高比率 （2007年3月期） ■ 品目別売上高 

伊勢丹単体 
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■ 販売管理費及び一般管理費 

■連結 
（単位：百万円） 

売上高 

売上総利益 

販売管理費及び一般管理費 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

601,897

172,722

154,714

18,008

17,109

7,701

2 0 0 3年3月 

614,810

175,731

158,874

16,856

16,157

△ 3,093

2 0 0 4年3月 

628,996

182,742

163,549

19,192

21,907

12,619

2 0 0 5年3月 

760,038

221,673

191,612

30,061

30,925

18,710

2 0 0 6年3月 

781,798
225,637
193,384

32,252
33,416
18,291

2 0 07年3月 

■単体 
（単位：百万円） 

売上高 

売上総利益 

その他の営業収入 

営業総利益 

販売管理費及び一般管理費 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

434,524

117,862

–

117,862

107,820

10,041

12,286

3,962

2 0 0 3年3月 

438,431

119,001

–

119,001

108,889

10,112

11,236

△ 10,325

2 0 0 4年3月 

434,405

118,804

–

118,804

103,734

15,070

21,336

12,127

2 0 0 5年3月 

444,263

123,865

1,657

125,523

105,504

20,019

21,629

13,147

2 0 0 6年3月 

454,951
126,612

5,073
131,685
109,861
21,823
22,832
12,383

2 0 07年3月 

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/32003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

■ 営業利益 

■ 経常利益 

■連結 
■単体 

■ 当期純利益 

■連結 
■単体 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

-10,000

0

10,000

20,000

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

収益性／成長性 
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2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

■ 売上高総利益率 

■連結 
（%） 

売上高総利益率 

売上高販管比率 

売上高営業利益率 

売上高経常利益率 

28.7

25.7

3.0

2.8

2 0 0 3年3月 

28.6

25.9

2.7

2.6

2 0 0 4年3月 

29.1

26.0

3.1

3.5

2 0 0 5年3月 

29.2

25.2

4.0

4.1

2 0 0 6年3月 

28.9
24.8

4.1
4.3

2 0 07年3月 

売上高総利益率 

売上高販管比率 

売上高営業利益率 

売上高経常利益率 

27.1

24.8

2.3

2.8

2 0 0 3年3月 

27.1

24.8

2.3

2.6

2 0 0 4年3月 

27.4

23.9

3.4

4.9

2 0 0 5年3月 

27.9

23.8

4.5

4.9

2 0 0 6年3月 

27.8
24.1

4.8
5.0

2 0 07年3月 
■単体 

（%） 

■連結 
■単体 

■ 売上高営業利益率 

■連結 
■単体 

■ 売上高経常利益率 

■連結 
■単体 

(%)

(%) (%)

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

0

25

30
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■ 総資産 

■連結 

● 総資産営業利益率（ROA)=営業利益÷期首･期末平均総資産×100（％） 

総資産　（百万円） 

純資産　（百万円） 

総資産営業利益率（ROA）（%） 

総資産経常利益率（%） 

420,938

154,664

4.1

3.9

2 0 0 3年3月 

423,565

153,128

4.0

3.8

2 0 0 4年3月 

461,579

163,930

4.3

4.9

2 0 0 5年3月 

493,553

194,789

6.3

6.5

2 0 0 6年3月 

474,895
213,194

6.7
6.9

2 0 07年3月 

総資産　（百万円） 

純資産　（百万円） 

総資産営業利益率（ROA）（%） 

総資産経常利益率（%） 

301,436

134,288

3.2

3.9

2 0 0 3年3月 

318,526

126,494

3.3

3.6

2 0 0 4年3月 

305,875

136,570

4.8

6.8

2 0 0 5年3月 

353,057

159,858

6.1

6.6

2 0 0 6年3月 

333,255
156,760

6.4
6.7

2 0 07年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

■連結 
■単体 

■ 純資産 

■連結 
■単体 

■ 総資本営業利益率（ROA） ■ 総資産経常利益率 

（百万円） （百万円） 

■連結 
■単体 

(%)

■連結 
■単体 

(%)

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

0

2

4

6

8

0

2

4

6

8

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

効率性／安定性 

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

※純資産額の算定にあたり、平成19年3月期から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第5号）及び「貸借対照表の純資産の部の
表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第8号）を適用しております。 
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● 自己資本利益率（ROE)＝当期純利益÷期首･期末平均純資産×100（％） 

● 流動比率＝流動資産÷流動負債×100（％） 

■ 有利子負債 

■連結 
■単体 

（百万円） 

（百万円） 

■ 自己資本利益率（ROE） 

■連結 
（単位：百万円） 

自己資本利益率（ROE）　（%） 

流動比率　（％） 

有利子負債　（百万円） 

有利子負債依存度　（％） 

5.0

77.9

120,136

28.5

2 0 0 3年3月 

△ 2.0

79.1

114,469

27.0

2 0 0 4年3月 

8.0

84.4

112,148

24.3

2 0 0 5年3月 

10.4

82.1

89,171

18.1

2 0 0 6年3月 

9.3
79.0

60,485
12.7

2 0 07年3月 

自己資本利益率（ROE）　（%） 

流動比率　（％） 

有利子負債　（百万円） 

有利子負債依存度　（％） 

3.0

62.1

77,000

25.5

2 0 0 3年3月 

△ 7.9

71.3

99,522

31.2

2 0 0 4年3月 

9.2

87.7

72,854

23.8

2 0 0 5年3月 

8.9

76.4

79,022

22.4

2 0 0 6年3月 

7.8
66.0

66,344
19.9

2 0 07年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

■ 流動比率 

■連結 
■単体 

(%)

■連結 
■単体 

■ 有利子負債依存度 

■連結 
■単体 

(%)

0

20

40

60

80

100

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

-8

-4

0

4

8

12

0

5
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30

35

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3
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■ 設備投資 

■ 従業員の状況 

■連結 

設備投資 

減価償却費 

14,831

9,887

2 0 0 3年3月 

25,947

10,343

2 0 0 4年3月 

12,145

10,528

2 0 0 5年3月 

13,293

10,745

2 0 0 6年3月 

16,824
10,894

2 0 07年3月 

設備投資 

減価償却費 

7,118

5,706

2 0 0 3年3月 

15,966

5,856

2 0 0 4年3月 

6,898

5,640

2 0 0 5年3月 

29,802

5,793

2 0 0 6年3月 

12,227
6,565

2 0 07年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

■ 減価償却費 
（百万円） （百万円） 

（単位：百万円） 

＜連結＞ 

従業員数　（名） 

人件費　（百万円） 

 

＜単体＞ 

従業員数　（名） 

　男性 

　女性 

臨時社員を含む 

 

人件費　（百万円） 

労働分配率　（％） 

1人当たり売上高　（千円） 

 

売場面積　（m2） 

１m2当たり売上高　（千円） 

8,967

–

4,442

1,789

2,653

7,669

48,737

41.3

56,659

261,886

1,659

2 0 0 3年3月 

8,634

–

4,267

1,742

2,525

7,802

49,727

41.8

56,194

261,886

1,674

2 0 0 4年3月 

9,410

–

4,023

1,659

2,364

7,691

44,789

37.7

56,482

261,886

1,658

2 0 0 5年3月 

9,191

78,830

3,797

1,626

2,171

7,629

42,700

34.5

58,233

261,944

1,696

2 0 0 6年3月 

8,834
76,598

3,632
1,572
2,060
7,648

41,971
33.1

59,486

262,586
1,732

2 0 07年3月 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

設備投資･従業員の状況 

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3
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■ １株当たり当期純利益（EPS)

■連結 

１株当たり当期純利益（EPS)　（円） 

１株当たり純資産額（BPS)　（円） 

期中平均株式数　（千株） 

34.42

695.98

222,160

2 0 0 3年3月 

△ 13.93

689.29

222,146

2 0 0 4年3月 

56.46

736.84

222,295

2 0 0 5年3月 

83.23

867.91

223,260

2 0 0 6年3月 

82.43
901.87

221,898

2 0 07年3月 

１株当たり当期純利益（EPS)　（円） 

１株当たり純資産額（BPS)　（円） 

期中平均株式数　（千株） 

17.60

604.27

222,160

2 0 0 3年3月 

△ 46.48

569.40

222,146

2 0 0 4年3月 

54.26

613.82

222,295

2 0 0 5年3月 

58.34

712.19

223,260

2 0 0 6年3月 

55.81
710.78

221,898

2 0 07年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

■連結 
■単体 

■ １株当たり純資産額（BPS)

■連結 
■単体 

（円） （円） 

（単位：百万円） 
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■連結 

株価収益率（PER）　（倍） 

連単倍率（売上高）　（倍） 

配当性向　（%） 

22.95

1.39

2 0 0 3年3月 

–

1.40

2 0 0 4年3月 

24.74

1.45

2 0 0 5年3月 

30.82

1.71

16.8

2 0 0 6年3月 

24.93
1.72
17.0

2 0 07年3月 

株価収益率（PER）　（倍） 

配当性向　（%） 

1株当たり配当金　（円） 

44.89

56.82

10.00

2 0 0 3年3月 

–

–

10.00

2 0 0 4年3月 

25.75

22.12

12.00

2 0 0 5年3月 

43.97

24.00

14.00

2 0 0 6年3月 

36.82
25.09
14.00

2 0 07年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

■ 配当性向 

■連結 
■単体 

(%)

■ 連単倍率(売上高) ■ 株価収益率（PER） 

■連結 
■単体 

(倍)(倍)
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─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n
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■ キャッシュ･フロー 

■連結 

株価チャート /  出来高 

営業活動によるキャッシュ･フロー 

投資活動によるキャッシュ･フロー 

財務活動によるキャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物に係る換算差額 

現金及び現金同等物の増減額 

現金及び現金同等物の期首残高 

現金及び現金同等物の期末残高 

25,982

△ 9,391

△ 29,502

△ 361

△ 13,272

51,512

38,239

2 0 0 3年3月 

9,762

△ 14,991

△ 9,073

△ 534

△ 14,837

38,239

23,412

2 0 0 4年3月 

28,549

8,295

△ 37,914

△ 83

△ 1,153

23,412

22,225

2 0 0 5年3月 

35,559

1,352

△ 23,687

892

14,116

22,225

36,342

2 0 0 6年3月 

35,519
△ 957

△ 38,834
967

△ 3,304
36,342
33,023

2 0 07年3月 

■営業活動によるキャッシュ･フロー 
■投資活動によるキャッシュ･フロー 
■財務活動によるキャッシュ･フロー 

（百万円） 

（単位：百万円） 
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4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1
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（単位：百万円） 

流動資産 

現金及び預金 

受取手形及び売掛金 

有価証券 

たな卸資産 

繰延税金資産 

その他 

貸倒引当金 

   

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 

土地 

建設仮勘定 

その他 

   

無形固定資産 

借地権 

その他 

   

投資その他の資産 

投資有価証券 

長期貸付金 

差入敷金保証金 

繰延税金資産 

その他 

貸倒引当金 

   

繰延資産 

創立費 

開業費 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資産合計 

151,558
40,638

65,747

2,087

30,233

5,280

10,068

△ 2,496

269,379
161,035

89,937

57,360

15

13,722

10,350
7,665

2,684

97,993
23,911

404

44,798

11,310

18,197

△ 629

0
0

0

420,938

2 0 0 3年3月 資産の部 

146,221
24,062

74,782

1,666

30,052

6,206

11,851

△ 2,401

275,749
168,319

92,164

61,930

60

14,164

8,327
5,050

3,276

99,102
37,021

285

43,847

4,988

13,584

△ 625

1,594
2

1,591

423,565

2 0 0 4年3月 

155,295
22,544

76,787

2,075

34,679

5,409

16,087

△ 2,289

305,088
165,868

103,684

49,882

423

11,878

7,839
4,992

2,846

131,380
39,597

1,810

71,912

3,759

17,071

△ 2,771

1,195
1

1,194

461,579

2 0 0 5年3月 

173,355
37,161

79,194

1,446

36,306

7,547

15,484

△ 3,784

319,400
164,696

100,921

51,442

950

11,380

3,791
–

3,791

150,912
61,554

1,603

69,377

2,035

18,908

△ 2,567

797
1

796

493,553

2 0 0 6年3月 

169,370
33,672
80,659

1,234
35,483

6,516
14,520
△ 2,715

305,119
161,702
97,944
51,111

232
12,414

3,517
–

3,517

139,899
56,423

1,431
61,733
2,548

19,104
△ 1,341

405
0

404

474,895

2 0 07年3月 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

連結貸借対照表 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 
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（単位：百万円） 

流動負債 

支払手形及び買掛金 

1年内償還予定社債 

短期借入金 

未払法人税等 

繰延税金負債 

ポイントカード引当金 

役員賞与引当金 

その他 

固定負債 

社債 

長期借入金 

繰延税金負債 

退職給付引当金 

役員退職慰労金引当金 

その他 

負債合計 

 

少数株主持分 

少数株主持分 

  

資本の部 

資本金   

資本剰余金   

利益準備金   

その他有価証券評価差額金 

為替換算調整勘定 

自己株式 

資本合計 

負債、少数株主持分及び資本合計 

 

純資産の部 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

自己株式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 

為替換算調整勘定 

新株予約権 

少数株主持分 

純資産合計 

負債及び純資産合計 

194,627
52,551

25,000

61,286

1,995

6

–

–

53,787

63,726
25,000

8,849

334

23,960

428

5,152

258,353

7,920

34,977

41,558

79,103

712

△ 1,629

△ 57

154,664
420,938

–
–

–

–

–

–
–

–

–

–
–
–
–

2 0 0 3年3月 負債の部 

184,832
54,715

5,000

38,429

1,661

8

410

–

84,608

77,385
45,000

6,040

363

20,689

486

4,806

262,218

8,218

34,985

41,566

73,733

5,598

△ 2,691

△ 63

153,128
423,565

–
–

–

–

–

–
–

–

–

–
–
–
–

2 0 0 4年3月 

184,004
60,813

–

37,047

7,433

6

1,267

–

77,435

104,294
45,000

30,100

251

26,082

520

2,339

288,298

9,350

35,133

41,713

84,089

5,767

△ 2,697

△ 75

163,930
461,579

–
–

–

–

–

–
–

–

–

–
–
–
–

2 0 0 5年3月 

211,198
67,268

15,000

36,512

9,987

10

1,438

–

80,981

75,667
30,000

7,659

10,039

25,260

622

2,085

286,865

11,899

36,122

42,703

100,058

17,528

△ 1,531

△ 91

194,789
493,553

178,792
36,122

42,703

100,058

△ 91

15,996
17,528

–

△ 1,531

–
11,899

206,688
493,553

2 0 0 6年3月 

214,402
70,461
20,000
27,485

9,872
10

1,419
103

85,048
47,298
10,000
3,000
7,566

23,403
739

2,588
261,701

–

–
–
–
–
–
–
–
–

185,077
36,600
43,180

114,894
△ 9,598

13,423
13,362

19
41

318
14,375

213,194
474,895

2 0 07年3月 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 
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（単位：百万円） 

売上高 
売上原価 
売上総利益 
販売費及び一般管理費 
宣伝費 
ポイントカード引当金繰入額 
給料手当 
賞与金 
役員賞与引当金繰入額 
退職給付費用 
役員退職慰労金引当金繰入額 
貸倒引当金繰入額 
減価償却費 
地代家賃 
連結調整勘定償却額 
その他 
営業利益 
営業外収益 
受取利息 
受取配当金 
持分法による投資利益 
受入家賃 
固定資産受贈益 
未回収商品券受入益 
連結調整勘定償却額 
その他 

営業外費用 
支払利息 
持分法による投資損失 
固定資産除却損 
時効商品券回収損 
その他 
経常利益 
特別利益 
固定資産売却益 
投資有価証券売却益 
過年度損益修正益 
貸倒引当金戻入益 
関係会社事業売却益 
特別損失 
固定資産売却損 
固定資産減損損失 
投資有価証券売却損 
投資有価証券評価損 
会員権評価損 
厚生年金基金解散損 
適格年金制度一部終了損失 
社会保険料調整額 
ポイントカード引当金繰入額 
関係会社適格年金制度終了損失 
構造改革費用 
税金等調整前当期純利益 
法人税、住民税及び事業税 
法人税等調整額 
少数株主利益 
当期純利益 

601,897
429,174

172,722
154,714

10,318
–

45,612
11,491

–
8,437

97
382

9,887
16,154

7
52,324

18,008
6,659

577
299

-
2,466
1,249

947
54

1,064
7,557
2,777

851
1,973

–
1,955

17,109
334
121
212

–
–
–

1,971
–
–
–

1,945
26

–
–
–
–
–
–

15,472
3,316
4,364

91
7,701

2 0 0 3年3月 
614,810
439,079

175,731
158,874

10,427
–

45,701
11,247

–
8,626

100
543

10,343
16,882

820
54,180

16,856
8,009

499
241
537

2,441
1,682
1,037

50
1,519

8,709
1,628

–
2,637

–
4,443

16,157
972
274
697

–
–
–

14,752
470

6,333
–
–
–

6,568
350
619
410

–
–

2,376
2,758
2,259

452
△ 3,093

2 0 0 4年3月 
628,996

446,253
182,742
163,549

11,444
79

47,842
11,374

–
3,482

95
665

10,528
17,580

2,023
58,432

19,192
8,160

389
371
589

2,011
800

1,135
174

2,687
5,446

1,111
–

1,644
667

2,023
21,907
8,524
6,926
1,597

–
–
–

7,959
7,250

–
–
–
–
–
–
–
–

133
575

22,471
8,216
1,701
△ 65

12,619

2 0 0 5年3月 
760,038

538,364
221,673
191,612

13,258
1,394

53,089
12,979

–
1,793

146
1,982

10,745
23,864

11
72,346

30,061
8,136

555
453
578

1,034
1,450
1,460

215
2,386
7,271
1,412

–
2,366

901
2,591

30,925
10,151

8,578
1,225

347
–
–

3,893
455

3,437
–
–
–
–
–
–
–
–
–

37,183
13,031

3,214
2,227

18,710

2 0 0 6年3月 
781,798
556,161
225,637
193,384

13,989
1,386

51,268
12,707

103
1,147

181
856

10,894
24,243

–
76,605
32,252

8,392
829
514
454

1,977
1,064
1,777

–
1,774
7,228
1,061

–
2,538

996
2,632

33,416
2,079

–
–
–

1,219
859

3,250
–

3,226
24

–
–
–
–
–
–
–
–

32,244
11,292

578
2,082

18,291

2 0 07年3月 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

連結損益計算書 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 
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（単位：百万円） 

2006年3月31日残高 

連結会計年度中の変動額 

新株の発行 

剰余金の配当 

役員賞与 

当期純利益 

自己株式の取得 

連結子会社減少に伴う減少額 

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

連結会計年度中の変動額合計 

2007年3月31日残高 

100,058

△ 3,116

△ 128

18,291

△ 210

14,836

114,894

利益剰余金 

42,703

477

477

43,180

資本剰余金 

36,122

478

478

36,600

資本金 

株主資本 

△ 91

△ 9,506

 

△ 9,506

△ 9,598

自己株式 

178,792

955

△ 3,116

△ 128

18,291

△ 9,506

△ 210

6,285

185,077

株主資本合計 

（単位：百万円） 

2006年3月31日残高 

連結会計年度中の変動額 

新株の発行 

剰余金の配当 

役員賞与 

当期純利益 

自己株式の取得 

連結子会社減少に伴う減少額 

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

連結会計年度中の変動額合計 

2007年3月31日残高 

△ 1,531

1,572

1,572

41

為替換算 
調整勘定 

–

19

19

19

繰延ヘッジ 
損益 

17,528

 
△ 4,166

△ 4,166

13,362

その他有価証券 
評価差額金 

評価・換算差額等 

15,996

 
△ 2,573

△ 2,573

13,423

評価・換算 
差額等合計 

–

318

318

318

新株予約権 

11,899

2,475

2,475

14,375

少数株主持分 

206,688

955

△ 3,116

△ 128

18,291

△ 9,506

△ 210

220

6,505

213,194

純資産合計 

連結株主資本等変動計算書 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 

（2006.4.1～2007.3.31） 

（2006.4.1～2007.3.31） 
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（単位：百万円） 

営業活動によるキャッシュ･フロー 
税金等調整前当期純利益 
減価償却費 
固定資産減損損失 
連結調整勘定償却額 
貸倒引当金の増減額 
退職給付引当金の増減額 
役員退職慰労金引当金の増減額 
ポイントカード引当金の増減額 
受取利息及び受取配当金 
支払利息 
為替差損益 
持分法による投資損益 
有形固定資産売却損益 
有形固定資産除却損 
投資有価証券売却損益 
関係会社事業売却益 
投資有価証券評価損 
退職給付信託返戻益 
売上債権の増減額 
たな卸資産の増減額 
仕入債務の増減額 
その他 
小計 
利息及び配当金の受取額 
利息の支払額 
法人税等の支払額 
投資活動によるキャッシュ･フロー 
定期預金の預入による支出 
定期預金の払戻による収入 
有価証券・投資有価証券の取得による支出 
有価証券・投資有価証券の売却等による収入 
有形･無形固定資産の取得による支出 
有形･無形固定資産の売却による収入 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 
貸付による支出 
貸付金回収による収入 
差入敷金保証金の差入による支出 
差入保証金の回収による収入 
その他の投資に係る支出 
その他の投資の回収に係る収入 

財務活動によるキャッシュ･フロー 
短期借入金の純増減額 
長期借入れによる収入 
長期借入金の返済による支出 
社債の発行による収入 
社債の償還による支出 
コマーシャルペーパーの発行による収入 
コマーシャルペーパーの償還による支出 
少数株主からの払込みによる収入 
配当金の支払額 
自己株式の取得による支出 
その他 

現金及び現金同等物に係る換算差額 
現金及び現金同等物の増減額 
現金及び現金同等物の期首残高 
新規連結子会社の現金及び現金同等物の期末残高 
期末除外連結子会社の現金及び現金同等物の期末残高 
現金及び現金同等物の期末残高 

25,982
15,472
10,370

–
△ 47
△ 70
1,153

33
–

△ 877
2,777
△ 111

851
△ 121

1,973
△ 212

–
1,945

–
2,066

575
△ 3,092
△ 965
31,720

926
△ 2,921
△ 3,743
△ 9,391
△ 1,082

1,917
△ 1,834

4,654
△ 14,906

216
–
–
–

△ 50
133

–
–

△ 1,749
3,311

△ 29,502
15,835

1,334
△ 24,266

–
△ 20,049

–
–
–

△ 2,221
–

△ 135
△ 361

△ 13,272
51,512

–
–

38,239

2 0 0 3年3月 
9,762
2,376

10,601
6,333

770
△ 198
△ 3,296

57
410

△ 741
1,628

44
△ 537

195
2,637
△ 697

–
–

△ 9,943
△ 812
△ 55
2,713
2,405

13,891
761

△ 1,760
△ 3,129
△ 14,991
△ 997

2,750
△ 41
6,543

△ 26,830
573

△ 918
–
–

△ 6
86

–
–

△ 2,760
6,608

△ 9,073
△ 17,278

4,972
△ 15,051

25,000
△ 25,000

20,000
–

600
△ 2,221

–
△ 95
△ 534

△ 14,837
38,239

9
–

23,412

2 0 0 4年3月 
28,549

22,471
10,683

–
1,848

126
797

34
79

△ 760
1,111

109
△ 589

324
1,644

△ 1,597
–
–
–

2,758
△ 1,296
△ 1,828
△ 4,563

31,352
759

△ 1,118
△ 2,444

8,295
△ 293

624
△ 1,895

481
△ 12,464

15,909
–
–

2,750
△ 9

50
–
–

△ 1,235
4,375

△ 37,914
△ 4,409

2,000
△ 8,456

–
△ 5,000

–
△ 20,000

–
△ 2,222

–
172

△ 83
△ 1,153

23,412
–

△ 32
22,225

2 0 0 5年3月 
35,559
37,183
10,894

3,437
△ 204

1,283
△ 2,874

102
171

△ 1,009
1,412
△ 28
△ 578
△ 8,123

2,366
△ 1,225

–
–
–

△ 2,617
△ 1,358

5,858
1,866

46,557
587

△ 1,191
△ 10,394

1,352
△ 796

296
△ 2,137

2,318
△ 11,114

10,410
–

695
–

△ 243
56

–
–

△ 4,075
5,941

△ 23,687
△ 5,513

19,417
△ 36,752

–
–
–
–
–

△ 2,672
–

1,833
892

14,116
22,225

–
–

36,342

2 0 0 6年3月 
35,519
32,244
11,049
3,226

–
△ 2,287
△ 4,214

116
261

△ 1,343
1,061
△ 96
△ 454
△ 24
2,538

24
△ 859

–
–

△ 2,181
△ 1,430

2,858
6,325

46,814
1,106

△ 1,025
△ 11,375
△ 957
△ 548

718
△ 603

279
△ 16,168

1,244
–

1,240
–

△ 520
633

△ 1,853
9,216

△ 1,706
7,110

△ 38,834
△ 4,791

–
△ 6,990

–
△ 15,000

–
–
–

△ 3,116
△ 9,506

570
967

△ 3,304
36,342

–
△ 14

33,023

2 0 07年3月 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

連結キャッシュ･フロー計算書 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 
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単体貸借対照表 

（単位：百万円） 

流動資産 

現金及び預金 

受取手形 

売掛金 

商品 

貯蔵品 

前渡金 

前払費用 

繰延税金資産 

関係会社短期貸付金 

未収入金 

その他 

貸倒引当金 

固定資産 

有形固定資産 

建物 

構築物 

車両及び運搬具 

器具及び備品 

土地 

建設仮勘定 

無形固定資産 

借地権 

商標権 

ソフトウェア 

電話加入権 

その他 

投資その他の資産 

投資有価証券 

関係会社株式 

出資金 

関係会社出資金 

長期貸付金 

従業員長期貸付金 

関係会社長期貸付金 

長期前払費用 

前払年金費用 

投資不動産 

差入敷金保証金 

長期未収入金 

繰延税金資産 

その他 

貸倒引当金 

資産合計 

73,479
9,347

1,187

30,678

18,226

90

0

1,059

4,157

3,367

–

6,313

△ 950

227,956
117,362

66,518

318

5

5,460

45,058

–

8,507
7,665

0

779

43

18

102,087
19,399

17,806

–

258

15

112

360

4,696

–

5,689

36,963

3,120

9,682

4,001

△ 20

301,436

2 0 0 3年3月 資産の部 

87,285
7,305

1,058

31,635

17,407

86

18

1,005

5,709

19,670

–

6,448

△ 3,060

231,240
121,454

65,828

302

4

5,648

49,669

0

7,338
5,050

0

2,228

43

14

102,447
31,810

17,419

–

267

13

82

–

4,156

–

5,470

36,328

–

3,541

3,376

△ 20

318,526

2 0 0 4年3月 

89,277
4,438

712

31,436

18,078

87

2

1,024

3,774

22,129

4,113

4,249

△ 770

216,597
106,628

64,692

283

4

4,959

36,270

418

7,921
4,986

0

2,887

36

10

102,048
32,365

18,501

7

86

12

57

–

3,925

–

3,994

35,982

–

1,938

5,197

△ 20

305,875

2 0 0 5年3月 

101,651
17,330

448

33,969

19,035

70

57

1,185

4,230

18,002

–

8,110

△ 790

251,405
111,100

65,962

262

3

5,160

38,771

940

5,676
953

0

4,690

24

7

134,628
51,129

15,563

7

308

10

32

–

3,733

4,224

23,326

33,796

–

–

2,514

△ 20

353,057

2 0 0 6年3月 

93,043
11,119

447
34,720
20,147

99
200

1,179
3,676

15,609
–

8,842
△ 3,000
240,211
109,692

65,091
420

2
5,603

38,347
226

6,458
953

0
5,475

24
4

124,060
45,261
14,965

7
601

8
22

–
3,981
6,674

23,843
28,492

–
–

211
△ 10

333,255

2 0 07年3月 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 
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（単位：百万円） 

流動負債 
買掛金 
1年内償還予定社債  
短期借入金 
関係会社短期借入金 
コマーシャルペーパー  
未払金 
未払費用 
未払法人税等 
前受金 
商品券 
預り金 
前受収益 
役員賞与引当金 
その他 

固定負債 
社債 
長期借入金 
繰延税金負債 
退職給付引当金 
役員退職慰労金引当金 
債務保証損失引当金 
受入敷金保証金 
その他 

負債合計 
  
資本の部 
資本金 
資本剰余金 
資本準備金 
利益剰余金 
利益準備金 
任意積立金 
圧縮積立金 
圧縮特別勘定積立金 
別途積立金 
当期未処分利益 

その他有価証券評価差額金 
自己株式 
資本合計 
負債及び資本合計 
 
純資産の部 
株主資本 
資本金 
資本剰余金 
利益剰余金 
自己株式  
評価・換算差額等 
その他有価証券評価差額金 
繰延ヘッジ損益 
新株予約権 
純資産合計 
負債及び純資産合計 

118,275
36,689
25,000
27,000

–
–

3,170
10,725

53
63

12,427
1,842

232
–

1,070
48,872
25,000

–
–

18,814
428

–
4,385

244
167,147

34,977
41,558
41,558

57,189
5,057

4,185
–

15,696
32,249

621
△ 57

134,288
301,436

–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

2 0 0 3年3月 
122,501

38,294
5,000
9,500

18,022
20,000

2,803
12,808

28
105

12,578
2,047

227
–

1,084
69,530
45,000

2,000
–

17,403
486

–
4,381

259
192,031

34,985
41,566
41,566

44,589
5,057

4,136
56

15,696
19,641
5,417
△ 63

126,494
318,526

–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

2 0 0 4年3月 
101,836

36,179

6,500
20,354

–
3,294

12,594
5,272

103
13,039

1,468
116

–
2,913

67,468
45,000

1,000
–

19,018
520

–
1,710

218
169,305

35,133
41,713
41,713

54,493
5,057

4,054
–

15,696
29,685
5,305
△ 75

136,570
305,875

–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

2 0 0 5年3月 
133,005

39,596
15,000

6,300
27,722

–
7,451

14,447
7,427

183
13,184

931
257

–
502

60,192
30,000

–
7,894

18,373
588

1,745
–

1,591
193,198

36,122
42,703
42,703

64,902
5,057

2,909
3,223

15,696
38,015

16,222
△ 91

159,858
353,057

143,636
36,122
42,703
64,902
△ 91

16,222
16,222

–
–

159,858
353,057

2 0 0 6年3月 
141,045

40,041
20,000

5,300
31,044

–
7,196

14,422
7,219

62
13,214
1,860

279
93

310
35,449
10,000

–
4,898

17,092
628
710

–
2,120

176,494

–
–
–
–
–

–
–
–
–
–
–
–
–

144,229
36,600
43,180
74,046
△ 9,598

12,212
12,192

19
318

156,760
333,255

2 0 07年3月 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

単体貸借対照表 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 

負債の部 
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単体損益計算書 

（単位：百万円） 

売上高 
売上原価 
売上総利益 
その他の営業収入 
営業総利益 
販売費及び一般管理費 
宣伝費 
役員報酬 
給料手当 
賞与金 
役員賞与引当金繰入額 
福利費 
退職給付費用 
役員退職慰労金引当金繰入額 
減価償却費 
修理費 
外部委託作業費 
地代家賃 
手数料 
その他 
営業利益 
営業外収益 
受取利息 
有価証券利息 
受取配当金 
受入家賃 
固定資産受贈益 
未回収商品券受入益 
その他 

営業外費用 
支払利息 
社債利息 
支払家賃 
固定資産除却損 
時効商品券回収損 
投資不動産償却 
その他 
経常利益 
特別利益 
固定資産売却益 
投資有価証券売却益 
関係会社株式売却益 
関係会社貸倒引当金戻入益 
関係会社事業売却益 
関係会社清算益 
特別損失 
固定資産売却損 
固定資産減損損失 
投資有価証券評価損 
関係会社株式評価損 
関係会社出資金評価損 
関係会社貸倒引当金繰入額 
関係会社清算損 
会員権評価損 
厚生年金基金解散損 
適格年金制度一部終了損失 
社会保険料調整額 
債務保証損失引当金繰入額 
税引前当期純利益 
法人税、住民税及び事業税 
法人税等調整額 
当期純利益 

434,524
316,662

117,862
–

117,862
107,820

6,901
500

28,138
8,591

–
4,024
7,384

97
5,706

–
12,520

8,637
7,361

17,955
10,041
8,164

279
145
720

3,496
997
885

1,638
5,919

736
1,597

838
1,031

–
–

1,715
12,286

366
121
202

41
–
–
–

3,664
–
–

1,914
1,537

189
–
–

23
–
–
–
–

8,988
132

4,894
3,962

2 0 0 3年3月 
438,431

319,429
119,001

–
119,001
108,889

6,846
468

28,102
8,436

–
5,103
7,517

100
5,856

–
12,639

8,514
7,356

17,948
10,112
8,216

308
116
631

3,450
976
896

1,835
7,092

283
1,107

832
1,797

–
–

3,071
11,236

898
152
695

–
50

–
–

21,052
440

5,983
–

4,432
–

2,244
–
–

7,143
350
457

–
△ 8,917

110
1,298

△ 10,325

2 0 0 4年3月 
434,405

315,600
118,804

–
118,804
103,734

6,984
447

27,953
8,191

–
5,425
2,676

95
5,640

–
13,530

8,004
7,305

17,479
15,070
11,109

368
–

3,045
3,194

730
983

2,787
4,844

250
853
832

1,162
601

–
1,143

21,336
8,654
6,926
1,512

–
40

–
175

9,238
7,250

–
–

1,864
–
–

123
–
–
–
–
–

20,752
5,010
3,614

12,127

2 0 0 5年3月 
444,263

320,398
123,865

1,657
125,523
105,504

7,202
442

27,438
8,837

–
5,260

602
119

5,793
5,516

14,659
7,983
7,844

13,803
20,019
7,865

394
–

862
2,491
1,358
1,056
1,702

6,254
254
730

1,130
1,718

652
–

1,768
21,629
9,968
8,578

441
913

35
–
–

5,852
83

857
–

3,103
–

62
–
–
–
–
–

1,745
25,745

8,930
3,668

13,147

2 0 0 6年3月 
454,951
328,339
126,612

5,073
131,685
109,861

7,595
635

27,189
8,470

93
5,467

2
112

6,565
5,850

17,958
8,015
8,260

13,643
21,823
8,434

461
–

1,285
3,734

852
1,071
1,029
7,426

339
692
859

2,155
681

1,366
1,330

22,832
1,414

–
–

64
30

1,319
–

4,566
–

3,194
–
–

159
1,213

–
–
–
–
–
–

19,679
7,200

96
12,383

2 0 07年3月 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 
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本店 

立川店 

吉祥寺店 

松戸店 

浦和店 

相模原店 

府中店 

年間入店客数約3,000万人を数える伊勢丹グループのフラッグシップストア。「世界最高の
ファッションストア」を標榜し、商品・サービス・環境のすべてにおいてインターナショナルで
クオリティの高い店舗づくりを目指しています。本館とメンズ館があり、百貨店業界では衣
料品の売上高日本一を誇っています。 

所在地 ： 〒160-0022  
  東京都新宿区新宿3-14-1 
電話番号 ： 03（3352）1111

1947年に支店第1号として開店以来、立川市の発展とともに歩んできた歴史のある店舗
です。2001年1月には支店の最新モデル店舗として立川駅前に移転してオープン。ます
ます地域のお客さまのご支持をいただいています。 

所在地 ： 〒190-0012  
  東京都立川市曙町2-5-1 
電話番号 ： 042（525）1111

開店以来、武蔵野地区のお客さまに長年ご愛願いただいている高品質な品揃えとサービ
スで、地元に密着した店づくりを進めています。 

所在地 ： 180-0004  
  東京都武蔵野市吉祥寺本町1-11-5 
電話番号 ： 0422（21）1111

1995年10月、地域に根ざした都心型の百貨店として全面的なリモデルに取り組み、約
10,000㎡を増床し、新館をオープン。家族の“きずな”を感じさせる「ファミリー」のための百
貨店づくりを目指しています。 

所在地 ： 〒271-0092  
  千葉県松戸市松戸1307-1 
電話番号 ： 047（364）1111

2006年3月、全館リモデルオープン。近郊にお住まいの、より質の高い生活を求めている
ファミリーや親子三世代のお客さまのご要望にお応えし、「マイストア、マイイセタン」と呼ん
でいただける店を目指しています。 

所在地 ： 〒330-0063  
  埼玉県さいたま市浦和区高砂1-15-1 
電話番号 ： 048（834）1111

1990年の開店以来、地域のお客さまから圧倒的なご支持をいただき、地域密着の都心
型百貨店を実現。本館とA・B館の3館で構成されたフロアはファッションはもちろん、生活
関連商品も充実しています。 

所在地 ： 〒228-0803  
  神奈川県相模原市相模大野4-4-3 
電話番号 ： 042（740）1111

1988年に府中駅南口第二地区市街地再開発事業の核テナントとして選出され、1996年
4月に開店。2006年には第三地区再開発が完成し、近隣でマンション建設ラッシュもあり、
入店客数増につながっています。 

所在地 ： 183-0023  
  東京都府中市宮町1-41-2 
電話番号 ： 042（334）1111

売場面積 ： 64,296㎡ 
2006年度売上高 ： 2,569億円 
開店年月日 ： 1933（昭和8）年9月28日 

売場面積 ： 40,060㎡ 
2006年度売上高 ： 405億円 
開店年月日 ： 1947（昭和22）年10月10日 
現店舗 ： 2001（平成13）年1月24日 

売場面積 ： 20,758㎡ 
2006年度売上高 ： 182億円 
開店年月日 ： 1971（昭和46）年11月10日 

売場面積 ： 33,109㎡ 
2006年度売上高 ： 290億円 
開店年月日 ： 1974（昭和49）年4月19日 

売場面積 ： 29,355㎡ 
2006年度売上高 ： 527億円 
開店年月日 ： 1981（昭和56）年4月22日 

売場面積 ： 40,906㎡ 
2006年度売上高 ： 324億円 
開店年月日 ： 1990（平成2）年9月25日 

売場面積 ： 34,102㎡ 
2006年度売上高 ： 248億円 
開店年月日 ： 1996（平成8）年4月3日 

─伊勢丹グループ─ I S E TA N  G r o u p

伊勢丹本支店 
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ファッションに強い地域一番店を目指し、
2003年9月に、リモデルグランドオープンしま
した。2007年10月で現店舗開店30周年。 

設立年月日 ： 1948（昭和23）年 
  6月10日（（株）田中屋） 
提携年月日 ： 1971（昭和46）年 
  11月28日 

所在地 : 〒420-0031  
  静岡県静岡市葵区呉服町1-7 
電話番号 ： 054（251）2211 
2006年度売上高：245億円 

（株）静岡伊勢丹 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル5階 
電話番号 ： 03（5286）1050 
2006年度売上高：79億円 

（株）マミーナ 
（婦人服専門店業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-11  
  白鳳ビル4階 
電話番号 ： 03（3208）5881

（株）センチュリートレーディング 
 カンパニー（輸出入等・卸売業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿3-15-17  
  伊勢丹会館6階 
電話番号 ： 03（3352）8711

（株）伊勢丹会館 
（不動産業） 

所在地 : 〒160-0021  
  新宿区歌舞伎町1-2-2  
  新宿地下駐車場ビル4階 
電話番号 ： 03（3207）2851

（株）伊勢丹スイング 
（スポーツ施設運営） 

所在地 : 〒161-0031  
  新宿区西落合2-18-20  
  伊勢丹落合センター内 
電話番号 ： 03（5996）5112

（株）イセタン・データー・センター 
（情報処理サービス業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル2階～3階 
電話番号 ： 03（5273）6500

（株）伊勢丹アイカード 
（クレジット・金融業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-16-10 
電話番号 ： 03（3225）0626

（株）伊勢丹キャリアデザイン 
（総合人材サービス業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル5階 
電話番号 ： 03（3207）8521

（株）伊勢丹ビジネスサポート 
（物流業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿2-19-12  
  静銀ビル4階 
電話番号 ： 03（3357）5981

アールアンドアイダイニング（株） 
（レストラン業）（持分法適用関連会社） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿3-15-17  
  伊勢丹会館7階 
電話番号 ： 03（3354）5802

（株）イセタンクローバーサークル 
（友の会運営） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿2-19-12 
  静銀ビル6階 
電話番号 ： 03（5368）3411

（株）JTB伊勢丹トラベル 
（旅行業）（持分法適用関連会社） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル6階 
電話番号 ： 03（5273）5341

（株）伊勢丹研究所 
（調査・研究受託業） 

所在地 : 〒802-8511  
  福岡県北九州市小倉北区 
  船場町1-1 
電話番号 ： 093(522)3550

（株）井筒屋ウィズカード 
（クレジット・金融業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル8階 
電話番号 ： 03（5273）5770

（株）伊勢丹ビルマネジメント 
サービス（ビルメンテナンス業） 

2004年に開店20周年を迎え、地域一番店
を保持しつづける新潟伊勢丹。さらなる飛
躍のために従業員の意識改革・販売サービ
ス改革・リモデルを実施し、「伊勢丹日本海
側の本店」機能の発揮を目指しています。 

設立年月日 ： 1980（昭和55）年 
  2月21日 
開店年月日 ： 1984（昭和59）年 
  4月3日 

所在地 : 〒950-0909  
  新潟県新潟市中央区八千代1-6-1 
電話番号 ： 025（242）1111 
2006年度売上高：398億円 

（株）新潟伊勢丹 

2004年2月に開店した小倉伊勢丹。高感度
ファッション百貨店として、東京発のファッショ
ンと九州初の商品を快適な空間と心地よい
サービスで提供し北九州・小倉の街の活性
化を目指します。 

設立年月日 ： 2003（平成15）年 
  4月16日 
開店年月日 ： 2004（平成16）年 
  2月10日 

所在地 : 〒802-8508  
  福岡県北九州市小倉北区京町3-1-1 
電話番号 ： 093（514）1111 
2006年度売上高：170億円 

（株）小倉伊勢丹 

創業250周年を迎えた2004年3月、本館・新
館を一体化した新本店を開業し、九州No.1
のファッションストアを目指しています。 

創業年月日 ： 1754（宝暦4）年 
設立年月日 ： 1935（昭和10）年 
  5月8日 

所在地 : 〒810-8680  
  福岡県福岡市中央区天神2-5-35 
電話番号 ： 092（721）1111 
2006年度売上高：1,143億円 

（株）岩田屋 

設立年月日 ： 1990（平成2）年 
  10月1日 
開店年月日 ： 1997（平成9）年 
  9月11日 

所在地 : 〒600-8216  
  京都府京都市下京区烏丸通 
  塩小路下ル東塩小路町901番地 
電話番号 ： 075（352）1111 
2006年度売上高：673億円 

（株）ジェイアール西日本伊勢丹 
（持分法適用関連会社） 

2007年新店2店オープン。現在首都圏に18
店舗を展開中。 

所在地 : 160-0022  
  新宿区新宿 5-11-22中島ビル 
電話番号 ： 03（5368）1200 
2006年度売上高：497億円 

（株）クイーンズ伊勢丹 
（スーパーマーケット業） 

国内グループ企業 
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─伊勢丹グループ─ I S E TA N  G r o u p

海外店 

シンガポール伊勢丹・ 
スコッツ店 

シンガポール伊勢丹・ 
カトン店 

クアラルンプール伊勢丹・ 
LOT 10店 

クアラルンプール伊勢丹・ 
KLCC店 

バンコク伊勢丹 

上海華亭伊勢丹 上海梅龍鎮伊勢丹 天津伊勢丹 済南伊勢丹 

A
F

N
L

M

G

H
I

JK

B

C

D

E

E

●シンガポール伊勢丹・スコッツ店 
●シンガポール伊勢丹・オーチャード店 
●シンガポール伊勢丹・カトン店 
●シンガポール伊勢丹・タンピネス店 

★シンガポール伊勢丹・マンゴブティック 
■イセタン（シンガポール）Ltd. 
■レキシム（シンガポール）Pte.Ltd.

Singapore 〔シンガポール〕 

D

●クアラルンプール伊勢丹・LOT 10店 
●クアラルンプール伊勢丹・KLCC店 
●クアラルンプール伊勢丹・ザ・ガーデンズ店 
　（2007年9月開店予定） 
■イセタン オブ ジャパン Sdn.Bhd.

Kuala Lumpur〔クアラルンプール〕 

C

●バンコク伊勢丹 
■イセタン（タイランド）Co.,Ltd. 
■ITMクローバーCo.,Ltd.

Bangkok 〔バンコク〕 

J

●高雄大立伊勢丹 
■大立伊勢丹百貨股ｲ分有限公司 

Kaohsiung 〔高雄〕 

K

■イセタン オブ ジャパンLtd.

Hong Kong 〔香港〕 

A

◆北京駐在事務所 
●北京伊勢丹（2008年秋開店予定） 
■北京伊勢丹百貨有限公司 
　（仮称、2007年秋設立予定） 

Beijing 〔北京〕 

I

●上海華亭伊勢丹 
●上海梅龍鎮伊勢丹 
■上海錦江伊勢丹有限公司 
■上海梅龍鎮伊勢丹百貨
　有限公司 

●海外店（百貨店） 

★海外店（専門店・ギフトショップ） 

■海外関係会社 

◆海外駐在事務所 

Shanghai 〔上海〕 

G

●天津伊勢丹 
■天津伊勢丹有限公司 

Tianjin 〔天津〕 

H

●済南伊勢丹 
■済南伊勢丹百貨有限公司 

Jinan 〔済南〕 

B

●成都伊勢丹 
■成都伊勢丹百貨有限公司 

Chengdu 〔成都〕 

F

●瀋陽伊勢丹（2007年末開店予定） 
■瀋陽伊勢丹百貨有限公司 

Shenyang 〔瀋陽〕 

L
◆パリ駐在事務所 

Paris 〔パリ〕 

M
■イセタン（イタリア）S.r.l.

Milano 〔ミラノ〕 

N
◆ニューヨーク駐在事務所 

New York 〔ニューヨーク〕 

成都伊勢丹 
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─会社概要─ （2007年3月31日現在） C o r p o r a t e  D a t a

役　員 

伊勢丹グループ全体図  
〈2007年6月現在〉 

社名 ： 株式会社　伊勢丹 
社名（英語表記） ： Isetan Company Limited　 
創業 ： 1886（明治19）年11月5日 
設立 ： 1930（昭和5）年9月30日 
代表者 ： 代表取締役 社長執行役員　武藤信一 
資本金 ： 366億円 
所在地 ： 〒160-0022（大口番号〒160-8011） 
  東京都新宿区新宿3-14-1 
電話番号 ： 03(3352)1111（代） 
 

事業内容 ： 百貨店業 
総店舗数 ： 7店舗 
総売場面積 ： 262,586㎡ 
決算期 ： 3月 

代表取締役　会長執行役員 小柴　和正 
代表取締役　社長執行役員 武藤　信一 
代表取締役　副社長執行役員 橋本　幹雄 
 
取締役　専務執行役員 二橋　千裕 
取締役　専務執行役員 大川　惠之輔 
取締役　専務執行役員 　田　信哉 
取締役 渡邉　正太郎 
取締役 谷野　剛 
 
常勤監査役 石津谷悦朗 
常勤監査役 二瓶　郁夫 
監査役 五味　康昌 
監査役 飯島　澄雄 

常務執行役員　　松井　達政 
常務執行役員　　藤原　春樹  
常務執行役員　　中込　俊彦  
 

執行役員　　　　関根　純 
執行役員　　　　上野　直樹 
執行役員　　　　長崎　憲一 
執行役員　　　　小俣　裕史 
執行役員　　　　杉浦　進 
執行役員　　　　中川　俊明 
執行役員　　　　大島　弘義 
執行役員　　　　松浦　信一 
執行役員　　　　大西　洋 
執行役員　　　　山岡　秀敏 

執行役員　　　　黒澤　慶一 
執行役員　　　　土方　文夫 
執行役員　　　　熊谷　勉 
執行役員　　　　中　　陽次 
執行役員　　　　伊藤　達哉 
執行役員　　　　山崎　茂樹 

百貨店業　18社 

（株）伊勢丹　（7店舗） 

国内　7社 海外　11社 

（株）静岡伊勢丹 
（株）新潟伊勢丹 
（株）小倉伊勢丹 
（株）岩田屋 

（株）ジェイアール西日本伊勢丹※1 

（株）浜屋百貨店※1

（東南アジア） 
イセタン（シンガポール）Ltd. 
イセタン オブ ジャパンSdn.Bhd. 
イセタン（タイランド）Co., Ltd. 
大立伊勢丹百貨股ｲ分有限公司※1

（中国） 
上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司 
天津伊勢丹有限公司 

上海錦江伊勢丹有限公司 
イセタン オブ ジャパンLtd. 
済南伊勢丹百貨有限公司 
成都伊勢丹百貨有限公司 
瀋陽伊勢丹百貨有限公司 

小売・専門店業 
3社※2

その他事業　16社 

国内　3社 海外　3社 
（スーパーマーケット業） 
（株）クイーンズ伊勢丹 

（婦人服専門店業） 
（株）マミーナ 

（レストラン業） 
（株）アールアンドアイ 

ダイニング※1

国内　13社 
（輸出入等・卸売業） 
（株）センチュリー 

トレーディングカンパニー 

（物流業） 
（株）伊勢丹ビジネスサポート 

（情報処理サービス業） 
（株）イセタン・データー・センター 

（総合人材サービス業） 
（株）伊勢丹キャリアデザイン 

（事務受託業） 
（株）伊勢丹ソレイユ 

（ビルメンテナンス業） 
（株）伊勢丹ビルマネジメントサービス 

（スポーツ施設運営） 
（株）伊勢丹スイング 

（調査・研究受託業） 
（株）伊勢丹研究所 

（不動産業） 
（株）伊勢丹会館 

新宿地下駐車場（株）※1 

（友の会運営） 
（株）イセタンクローバーサークル 

岩田屋友の会（株） 

（旅行業） 
（株）JTB伊勢丹トラベル※1

クレジット・ 
金融業　3社 

（株）伊勢丹 
アイカード 

（株）井筒屋 
ウィズカード 

（株）エージー 
カード※1

アイティーエム 
クローバー 
Co.,Ltd.※1

イセタン 
（イタリア）S.r.l.

レキシム 
（シンガポール） 
Pte.Ltd.

※1 持分法適用会社 

※2「小売・専門店・レストラン業」でありましたセグメントの名
称を「小売・専門店業」に変更している。これはレストラン
業を営むアールアンドアイダイニング（株）が、2005年
12月から持分法適用会社になったことによるもの。 

〈2007年6月現在〉 



Annual Report 2007 
発行　2007年8月／株式会社 伊勢丹 総務部 広報・IR担当　東京都新宿区新宿 3-14-1

Trademark of American Soybean Association

Cert no. SA-COC-1210

この印刷物は、FSC認証紙を使用し、植物油100％の「大豆油インキ」を使い、ISO14001認証工場において

「水なし印刷」で印刷しています。また、省資源化（フィルムレス）に繋がるCTPにより製版しています。 




